
県北振興チャレンジプラン

活力があり、持続可能な地域に向けて
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県北振興チャレンジプランの再整理

現行プランは、平成30年度（平成31年2月）に策定してから今年度で3か年度目を

迎えたことから、今回、定期的に実施している関係市町との意見交換や次年度予算

の動向等を踏まえ、県北地域の振興に携わる関係者の今後3か年度を見通した指針

となるよう、再整理を行うものです。

計画期間

県北振興チャレンジプラン再整理の趣旨

令和 3年度～令和 5年度（以後3か年度ごとに見直し）

地域産業の競争力等の強化により産業が発展し、

豊かな自然環境を活かした観光の振興や移住・二地

域居住が活発に行われ、県北地域全域がゆとりと潤

いのある「活力があり、持続可能な地域」を目指し

ます。

「活力があり、

持続可能な地域」
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目指す将来像
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※本プランの対象地域
日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、
常陸大宮市、大子町

本プランの対象地域※は、県内5地域の中で最も高齢化が

進行しており、将来人口の大幅な減少が見込まれています。

人口減少・少子高齢化は、生産・消費活動の縮小による

地域経済の活力低下、税収の減少、社会保障の増加による

公共財政のひっ迫、地域コミュニティの崩壊など、地域経

済や住民の生活に様々な影響を与えることが考えられます。

県北地域は、変化に富んだ海岸線や久慈川、那珂川等の

清流、八溝山系に連なる山並みの豊かな緑など、多様な自

然環境を有する地域です。林野面積の割合が大きく可住地

面積の割合が小さくなっており、地域人口の約半数は日立

市に集中しています。

現状と課題

地域の特徴

課題
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地域の特徴



H21 H24 H26 H28
県全体 131,994 122,835 122,137 118,031 
６市町 17,053 15,710 15,325 14,545 

103 95 81 72 64 57 50 41 34 29 25 21 19 16

288 294 295 290 278 258 237 215 192 172 153 134 113 97

44 52 62 75 86 97 106 116 124 125 123 120 117 110

435 441 438 437 428 412 393 372 350 326 301 275 249 223
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※将来人口推計について（2020年以降）は、「国立社会保障・人口問題研究
所」のデータ（平成30年3月公表）に基づく推計値を使用しています。

人口増減と将来人口推計

2015年
人口 372千人
高齢化率 31.2%

2030年
人口 301千人
高齢化率 40.9%

71千人減
(19.1%減)
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※総務省「経済センサス－基礎調査
（平成21、24、26、28年）」参考 （事業所数）

※平成29年度茨城県市町村民経済計算 1人当たり市町村民所得参考 （百万円）

県北地域の現状
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事業所数減少率（H21基準）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045    

1人当たり市町村民所得額（実数）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
2.84  2.96 2.84 2.61 2.79 2.89 2.82 2.82 2.88 3.07 3.10 3.30
2.57  2.70 2.62 2.41 2.61 2.77 2.65 2.61 2.66 2.82 2.83 3.01

県全体

6市町



地域に活力を生み出し、様々な課題を解決する原動力となるのは、地域に愛着

をもって、地域を支える人々です。これらの人たちの存在があってこそ、地域の

明るい将来展望を描くことができるのです。

このため、地域を支える人材の育成や地域外からの人材の活用、地域のリー

ダーとなる人材の発掘、地域のネットワークの構築を図り、多様な力でつながる

主体的な地域づくり活動を支援します。また、地域づくりのための県北地域なら

ではの新しい仕組みの構築を目指します。

将来像を実現するための基本的な考え方

産業を活性化しよう！

人口減少が進む中、「活力があり、持続可能な地域」を実現するためには、地

域の将来を担う子どもや若者世代の減少をできる限り抑制し、各世代の循環に

よって新たな担い手を確保していく必要があります。

このため、地域の特性を活かした産業を活性化させ、若者にとって魅力ある働

く場を確保するとともに、働く一人ひとりの所得を増やすことを目指します。

多様な力を結集させよう！
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地域の自立した発展を目指そう！

これまで活かしきれていなかった地域資源に、地域を支える人々が気づき、目

を向け、多様な活用の方法を考え、行動することで、新たな活用の仕組みが広が

れば、眠っていた地域資源に新たな価値が生まれます。

また、地域の課題を解決する取組が広がれば、その課題解決に関連する費用を

他に活用することができることで、生活に必要不可欠な行政サービスの質が向上

し、地域の魅力がさらに高まります。

これらの実現により、地域外から人が集まることで地域の認知度が上がり、さ

らに人が集まるという好循環が構築できれば、地域の住民は地域に誇りを持ち、

県北地域が「活力があり、持続可能な地域」となります。

将来像を実現するための基本的な考え方

こうした観点から、目指すべき将来像の実現に向けて、

生活の基盤となる 仕事 、地域を担う 人 、 活力あふれる地域の

にぎわい の3つを柱として、住民と行政が連携しながら、県北地

域の活性化に向けた取組を積極的に推進します。
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施策体系

起業型地域おこし協力
隊の起業支援

起業者への支援等によ
るクリエイティブ人材
の集積

地域を牽引する事業者
の成長促進

地域経済を支える中小
企業等の収益力向上と
雇用創出

地域特性を活かした農
林水産業の振興

仕事づくり 人づくり にぎわいづくり

多様な地域資源を活か
した体験型観光の促進

持続可能な公共交通
ネットワーク、交流の
基盤となる広域交通
ネットワーク形成

活力があり、持続可能な地域
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地域産業の競争力等
の強化

地域外からの多様な
人材の活用

地域資源を活かした
観光等の振興



施策の推進方向

・優良雌牛導入等支援や受精卵を活用した
和牛子牛生産拡大の取組、常陸牛販路拡
大のための米国等向け輸出の取組

・付加価値の高い有機農産物を生産するモ
デル団地の整備、牛ふん堆肥を活用した
地域循環型農業の経営支援

・専門家派遣による農業経営の規模拡大・
法人化の支援、農地等の情報提供による
企業の農業参入支援

・高収益農業に取り組む園芸団地の整備

・遊漁を活用した地域活性化の推進

・地域資源の掘り起こし等を通して都市農
村交流活動をビジネス展開できる人材の
育成、「農泊」の推進

・地域の地盤技術を活かした企業の連携体
活動への支援、研究開発ができる人材の
確保に向けた取組の支援

・つくばをはじめとする県内の最先端科学
技術の研究成果と県北地域の優れたもの
づくり技術を事業化に結びつける産学官
連携の取組を促進

・中小企業が抱える潜在的な経営課題の解
決の支援

仕事づくり
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施策の推進方向
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・県北地域を担う人材の育成、地域課題の
解決に取り組む起業者の活動支援

・魅力的な地域資源に関する情報の発信力
の強化

・東京圏のフリーランス人材・企業と県内
企業等との持続的な関係構築

・ＪＲ水郡線の利用促進及び沿線地域の活
性化

・水戸外環状道路、茨城北部幹線道路の事
業化に向けた調査等

・多様な地域資源をハイキング道・林道等
でつなぐロングトレイルコースの整備や
県内外に向けた広域的なＰＲ、心身とも
に癒されるヘルスツーリズムの企画・発
信

・奥久慈里山ヒルクライムルートなど、サ
イクルツーリズム推進に向けたプロモー
ション、国内外への情報発信

・山間部等における魅力あるサイクリング
コースの環境整備

・日立市かみね動物園へのパンダ誘致推進

人づくり

・地域おこし協力隊を積極的に活用した新
しい経済活動の展開を促進

にぎわいづくり


